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「どのくらい(数)」「どんなふうに」「どこで

荷を」など、長がイjいたことをa<7?im勺1こ曇き
ましょう。

しゆしんさつえい

写真撮影Oポイント
しゃしん さつえい

写真を撮影するときの

ポイントです。
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I○生きものの特徴が写るよ
?よ。8会♂くふう

う1こ工夫してみましょう。マクロモードで花を撮影

どこから管すとよいか蓮うときは、いろい
ろな還厳やo4j立を+冨説するとよいでしよう。

○{抹にピントがAうようにしましょう。
鋺えば、チョウの“F,は'fWの遣鴇がわかる

しきべつ

とMffl別Lノやすくなります。
い うつ さいきん

○小さな生きものを写すには最近のデジタル
きのう

カメラには「マクロモード」という機能を
そな

備えているものがあります。それにより、
ちい い と

小さな生きものもぼやけずアップで撮るこ

とができます。
ふうけい うつ

○風景も写しましょう
い ふうけい さつえい

生きものだけでなく、まわりの風景も撮影

し、呈きものがいるP. u% 21)Iffiに記慕しま
しょう。

せいり

○データを整理しておきましょう
かくにん い しゆ

歪とヌ亨認騒やすいように、生きたeの便
類、揚所、日時、コメントなどと一緒に画

層を蘂゛撞しましょう。

むんさつ らゆうい

観察をずるむeQ注意
むんもつちゅういつぎ

次のことに注意して、観察しましょう。
い み じき

○生書序のには、それ黒D見つ17,やすq1)時期
や揚所があります。観察する揚所や生きも

のの富口のf鋺べをしておきましょう。
い

○むやみに生きものを殺さないようにしま

しょう。

○痛まえた圭きものは晃の遣南に賢しましよ
-

つ。
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○毒のある毛虫やハチ、かまれる危険のある

ヘビの5Aなどにはji憲しましょう。
な廿 な岱 うんヒう

○ぼうし、長そで・長ズボン、運動ぐつなど、

Q呈に鏡賢できるAM A4ででかけましょう。
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水辺での観察では、水にぬれてもよい服・

くつででかけましょう。
きげん ばしょ たにん とら はい

○危険な揚所や他人の土地に入ってはいけま
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身近馨自然O観察をレてみ赤レ正う

私たちのまわりには、多くの生きものたち

が暮らしています。

まずは、近くの公園、林、原っぱ、水辺な

ど皇近な揚所で「見上げてみる」「のそいて

みる」「立ち止まってみる」「耳をすましてみ

る」なと、さまざまな方法で自然観察をして

みましょう。

数多くの草花や昆虫、烏なとの姿や声に気

づくことができるはずです。

おなじ揚所でも季節ごとの観察の楽しみが

あります。

春、池に現れるオタマジャクシ、サナギか

ら成虫になるチョウ、冬にわたってくるカモ

など、季節によって姿を変える生きものや、・

限られた季節にしか見られない生きものがい

るからです。

観察をつづけていく

と、見かける時期の変

化に気づいたり、今ま

で見ることがなかった

烏や昆虫に出宗えるか

もしれません。
青い鳥(オオルリ)に舎えることも!

記録レてみ赤レδう

観察した生きものの名前のほかに、「揚所、

日時や天気」も記録しておきましょう。その

ほかにも茨のことを頴亀すると、あとで薩論
するときの手がかりになります。

○数(どのくらい)

正確な数字でなくても、おおよその数を記

録しましょう。

○姿や形(どんなふうに)

オス・メス、成虫・幼虫などのちがいや色

や大きさ、形なとの特徴を記録しましょう。

○行動(どこで何を)

「公園のよく日の当たるところで花が咲い

ていた」、「林の中の木の間を飛んでいた」、

「水辺で何がを食べていた」など、くわし

く走慕しましょう。

○写真やスケッチ

写真を撮っておく 7゜″″4゛

と、あとで図鑑など 一・・・・・ ・ご ゜
l:aa::′: i・糊 一を使って調べるとき ・・・ラ

に役立ちます。 lr:W:.:,:..

記録には小さなノートが便利です
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